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あじま～
情報交差点・心と心の交わり

大宜味村教育委員会

電話４４－３００６

FAX ４４ー３０２０
績まれる　苧から　生まれる　思い

令和６年度 博物館 特別展　喜如嘉の芭蕉布保存会 50 周年記念　芭蕉布展

　ᅜの㔜せ↓ᙧᩥ㈈「喜如嘉のⰸⷀᕸ」のᣦ定 �0 ࿘年をグᛕした≉ู展「ⰸⷀᕸ展」がἈ⦖┴

❧༤物㤋・美⾡㤋において開催され、10 月１日（ⅆ）、開会式が行われました。

　ⰸⷀᕸは⌰⌫⋤ᅜ時௦、年㱋やᛶูをၥわࡎᖜᗈく╔⏝されてࡁました。

　展♧会場は「美しいᕸ ⰸⷀᕸ」、「⾰ᩥをᨭえる ᳜物」、「ⰸⷀとࢩマの生άㄅ」、「喜如嘉の

ⰸⷀᕸ」の４つの❶からなっており、ྛᆅのከᵝなⰸⷀᕸなど⣙ 1�0 Ⅼが展♧されています。ᕸ

や⣲ᮦの⣲ᬕらしさだけでなく、ேࠎの思いやᡭわࡊに込ࡵられたᚰ意気をឤࡌられるものとなっ

ています。

　開会式で࠶いさつしたᐤᬒၿᮧ㛗は「大宜味ᮧに㊊を運びឤでឤࡌてほしい」と話し、喜

如嘉のⰸⷀᕸಖᏑ会会㛗の平良美ᜨᏊさんは「ึ௦のఏᢎ者たち、༙分は今も元気に⣒を作って

いる。ⰸⷀᕸ展ではᢏのఏᢎ、そしてᚰ意気をぜひ見てほしい」とఏえました。

　ⰸⷀᕸ展は 10 月 1 日より 12 月 1 までἈ⦖┴༤物㤋３㝵⏬展♧ᐊ、≉ู展♧ᐊで行われてい

ます。にⰸⷀᕸに㛵するイ࣋ントが༤物㤋や┴内ྛᆅの༤物㤋で開催されます。ヲ⣽が᭩かれ

たちらしは大宜味ᮧ教⫱ጤဨ会、大宜味ᮧほග༠会にタ⨨されていますので、ご☜ㄆୗさい。
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図書室情報 θ��　202� 年（令和 �年）11 月
大宜味ᮧᅗ᭩ᐊ（旧㆟会Ჷ㸸ᮧྐ⦅⧩ಀ内）

大宜味ᮧᏐ大වஂ 1�� ␒ᆅ　09�0�����009　

11 月図書室カレンダー　閉室日 ：

利用状況累計

〇来室者数…のべ 3,62３人

〇貸出冊数…6,092 冊

〇登録者数…１81 人

10 月の統計（10/25 まで）

〇来室者数…のべ 5４人

〇貸出冊数…66 冊

現在の蔵書数…８,185 冊

　『臓活習慣 こころとからだを巡らせる !』 尹生花 ・ 著 / 新星出版社

　『沖縄ルール 知っておくとビジネスも

　　             人間関係もうまくいく !』 伊波貢 ・ 著 / あさ出版

　 『原爆裁判—アメリカの大罪を裁いた三淵嘉子』

　　                               山我浩 ・ 著 / 毎日ワンズ

　『地球の歩き方 ムー JAPAN』

　　   地球の歩き方編集室 ・ 著 / 地球の歩き方

　『ネズミくんのクリスマス』 　なかえよしを ・ 著 / ポプラ社

㧡ᐕᐲ園↳ㄟߡߟߦ・࿑ᦠᖱႎ

おおぎみこども園では令和７年度入園申込を下記の通り行います。

　申込期間　　　：令和６年１１月１日（金）～１２月１３日（金）

　申込対象　　　：０歳（生後 6 ヶ月以上）　～　就学前の乳幼児

　申込書類提出先：おおぎみこども園　又は　大宜味村教育委員会

　書類配布先　　：大宜味村教育委員会

　申込提出書類　： ① 利用申込書、 ② 同意書、 ③ 申告書

　　                     ④ 家庭で十分な保育が出来ないことを証明する書類

　　　　               ※２号認定、３号認定を希望する方のみ提出。

　　　　　               （就労・内職・自営・出産・病気・看護・求職活動等の証明書）

　　                     ⑤ 対象児童の健康診断書（在園児は不要です。特に用紙の指定なし）

̵̤ͣȁ႓გ˓ාഽ!̨̤̤͙̭̓もව૭ࣺに̞̾̀

※令和 6 年１月１日時点に大宜味村に住所がない保護者の方は課税状況の確認のため、

　課税証明書の提出、又は、マイナンバーの提出が必要です。

※兄弟姉妹で入園申込みを希望される場合は、②・④は１部だけの提出で結構です。

※本村では、大宜味村保育所入所選考基準表に基づき優先度を決定することにより、

   利用調整を行っています。村 HP において保育所等入所における選考基準及び方法を

　公表しています。

　お問い合わせ：大宜味村教育委員会 学校教育係　　☎０９８０－４４－３００６
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11/２に行われた 「空とぶ図書館」 で借りた沖縄

県立図書館の本は、1２/2( 月 ) までに大宜味

村図書室 ( 旧議会棟 ) へ返却してください。

新 

着 

図 

書

࠼ーࠚࠪࡊン⑤ߊん߬ࠊ２

　10 月 26 日 （土）、旧大宜味小学校において令和６年度わんぱく体験団⑤「ランプシェードを作ろう」 が行われました。

　今回も芸術の秋を楽しむことを目的に実施。 できあがった作品はもちろん、おおぎみ展に出展してもらいます。 って、こっ

ちがホントの目的だったり！？

　ランプシェードと言っても、 誰でも気軽に簡単に作ることができるもの。 紙やひもを使って、 いろいろな形のランプシェー

ドを作ります。 レシピも試行錯誤しながら考えました。

　アイデアいっぱいのわんぱくたちがどんな作品でも作れるように材料もたくさん準備し、 万全の体制をとりました。

　しか～し、 当日来たのは６名。 部活や行事で大活躍の団員も多いからね、 しょうがない。 いいんです。 数じゃない

から…、 質だから…、 気を取り直し、 わんぱくスタートです。

　

　

令和６年度わんぱく体験団アイデアとセンスが光る☆

　最初のランプシェードを作り終えたわんぱくたち。

　時間はまだまだあるので、 もう１つ同じものを作ってもいいし、 ひもや厚紙で作るランプシェードに挑戦してもいいです。

ひもはちょっと難しいけれどできれば見栄えは上等。

　最初に作るのは半紙のランプシェード。 ふくらませた風船に水で濡らした半紙を貼っていき、丸い形を作っていきます。

色紙や切り抜いた紙などを乗せたら、 上から半紙をかぶせ、 ボンド水をぬって固めていきます。 紙が完全に乾いたら

風船を割ってできあがり。 これが一連の流れ。 風船の大きさも紙を何枚重ねるかも何を挟むかも自分次第。 貼っては

眺め、 貼っては眺めしながら思い思いに作業を進めていきます。

　今回作ったランプシェードの材料のほ

とんどは 100 円ショップで手に入るもの

ですが、 アイデアとセンス次第で売り物

のようなランプシェードが作れます。 わ

んぱくたちも見事素敵な作品を作ってく

れました。

　できあがった作品はおおぎみ展に出

展します。 わんぱくたちの力作をぜひ

見に来てください。

第５弾 「ランプシェードを作ろう」
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こども園運動会・小・中学校運動会・生涯学習講座⑤スマホでやんばる ４

　10 月５日（土）、旧大宜味小学校において株式会社スマイルフォトプ

ラス（喜如嘉翔学校内）の平良卓己さんを講師に令和６年度ぶながやの

里生涯学習講座「スマホで撮ろう！私のやんばる」が行われました。

　それぞれのスマホのレンズの種類やズーム、ピント、明るさ、色味の

基本的な機能と場面によっての使い方を学び、次に写真を撮る時のポイ

ントを教えてもらいました。

　平良さんは「写真は『真っすぐ撮る』こと、『バランスよく撮る』ことを意識してほしい。これを意識

するともっといい写真になる」と撮影した写真を見比べながら話してくれました。講座後は外に出てそ

れぞれのスマホで写真撮影。教わったことを思い出しながら、自分の思う山原の写真を撮影しました。

　少しの工夫でいつもよりいい写真が撮れることがわかり、充実した講座となりました。

　作品はおおぎみ展にも出展（希望者のみ）する予定です。ぜひご覧になってください。　

学んで昨日よりもっと写真が好きになる

おおぎみこども園令和６年度大宜味小・中学校

　10 月 12 日（土）、おおぎみこども園において令和６年度第５回おおぎみ

こども園運動会、10 月 19 日（土）、大宜味小・中学校グラウンドにおいて

令和６年度第９回大宜味小・中学校運動会が開催されました。

　おおぎみこども園では園児たちが思い切り体を動かして元気よく、運動

遊びやかけっこに挑戦。応援に来た家族の顔もほころびました。

　大宜味小・中学校では運動会テーマの「勝破笑美戦（かっぱえびせん）

～ NEVER GIVE UP ～」のもと、小１から中３までそれぞれの種目を全力で

楽しみました。今年はエイサー以外にも小

４から中３での障害物リレーを行うなど児

童・生徒たちのアイデアがふんだんに織り

込まれ、児童生徒主体の盛り上がる運動会

となりました。

ハッピーダンス 親子リレー

団競・表現 かけっこ

小３・４団競・表現
小３～６リレー

小４～中３障害物リレー
校歌ダンス

中学生リレーエイサー

中学生表現　中１
中２ 中３

５
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天野鍜助日記ヲ読ム８ （161 号つづき）

天
野
鍜
助
日
記
（
辺
士
名
高
校
設
立
か
ら
饒
波
へ
の
誘
致
に
関
す
る
記
述
要
約
）

　天野鍜助は 1920（大正 9）年、初の民選村

長として三期を務めた。元々は教職にあった

ことから、教育問題に関しては人一倍熱心で、

三村の悲願であった高等学校設置についても

先頭に立ち、地元饒波に辺士名高校を誘致す

る際には、軍政府との交渉や土地の確保など

に奔走している。

　昭和２１年１月５日、国頭村において開校

した辺土名高校は、大宜味村の人々の教育熱

と奉仕の精神が実を結び、同年６月、名護高

校の前身である田井等高校の分校として、波

原の地に男女共学がスタートした。その際、男

子生徒は自分の机と椅子を担いで、辺土名から

８キロの道を歩いて運んだという。天野日記に

はその日のことを、「高校男子新校舎ニ移リ来

ル、職員酒ヲ携エ来リ飲ム」と綴られている。

　翌昭和２２年５月には、辺土名高校として独

立を果たし現在まで歴史を刻み続けている。

饒
波
に
開
校
し
た
頃
の
辺
士
名
高
校

校
門
の
様
子

〇
昭
和
二
〇
年
十
二
月
三
日　

高
等
学
校
設
立
委
員
会
。
国
頭
出
身
ハ
辺
土
名
ヲ
、

　

大
宜
味
出
身
ハ
喜
如
嘉
ヲ
学
校
ノ
適
地
ト
主
張
シ
意
見
纏
ラ
ズ
両
候
補
地
ヲ
実
地
視
察

　

ス
ル
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ト
ニ
決
定
シ
・
・
・
校
長
ハ
教
育
課
長
兼
任
、
教
員
ノ
食
料
補
充
ハ
生
徒
一
人

　

二
ツ
キ
芋
十
斤
ヅ
ツ
毎
月
月
謝
ト
シ
テ
供
出
セ
シ
メ
ル
コ
ト

○
十
二
月
四
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高
等
学
校
敷
地
視
察
、
喜
如
嘉
ニ
テ
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敷
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舎
ヲ
視
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シ
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催
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リ
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以
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シ
ガ
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チ
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喜
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嘉
ニ
何
レ
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部
宛
ヲ
置
キ
教
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出
来
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ヤ
否
ヲ

　

当
局
ニ
テ
調
査
シ
六
日
更
二
再
開
ス
ル
コ
ト
ヲ
約
シ
テ
解
散

○
十
二
月
六
日　

高
等
学
校
設
置
促
進
委
員
会
市
役
所
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開
催
、
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員
長
ト
ナ
リ
教
員
配
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の
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女
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ニ
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来
兼
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シ
モ
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バ
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ノ
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決
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シ
・
・
・
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当
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ハ
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子
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と
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会
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ゲ
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日
ノ
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ヲ
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ノ
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○
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士
名
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方
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所
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テ
元
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打
合
セ
会
、
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廃
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ツ
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員
モ
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レ
タ
ル
モ
高
等
学
校
ノ
存
続
上
、
計
十
五
名
ノ
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選
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議

　

シ
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ヲ
地
方
長
ヨ
リ
指
名
（
親
盛
、
上
村
、
鍜
助
、
校
長
）
・
・
・

○
十
二
月
二
八
日　

高
等
学
校
後
援
委
員
設
置
諒
解
運
動
ノ
為
メ
四
名
塩
屋
二
ラ
ブ
レ
ス

　

訪
問
、
拒
絶
サ
ル

○
昭
和
二
一
年
二
月
二
七
日　

役
場
デ
高
等
学
校
常
置
委
員
会
、
敷
地
ハ
当
村
ニ
ス
ル
コ

　

ト
ヲ
決
ス

○
三
月
五
日　

高
等
学
校
委
員
会
、
国
頭
側
ノ
発
言
ニ
ヨ
リ
饒
波
ニ
設
置
ス
ル
コ
ト
ニ
満

　

場
一
致
決
定
シ
テ
手
ヲ
拍
ッ
テ
解
散
ス
。
祝
杯
ヲ
傾
ケ
テ
夕
刻
帰
ル

○
三
月
十
一
日　

高
等
学
校
独
立
運
動
使
不
成
功
ニ
テ
帰
ル

○
三
月
十
八
日　

高
等
学
校
独
立
陳
情
ノ
タ
メ
石
川
ヘ
出
張
（
～
二
五
日
）

○
四
月
二
日　

五
時
ヨ
リ
学
校
敷
地
地
主
会
合
ヲ
サ
セ
承
諾
セ
シ
ム　

○
四
月
八
日　

役
場
訪
問
、
文
教
部
ヨ
リ
学
校
視
察
ニ
来
ル
ト
ノ
報
ニ
ヨ
リ
村
長
ニ
会
シ

　

敷
地
着
手
ノ
打
合
セ
ヲ
ナ
シ
・
・
・

○
学
校
敷
地
地
鎮
祭
ヲ
挙
行
、
ト
ラ
ク
タ
ー
地
均
シ
始
ム

○
五
月
十
六
日　

四
時
ヨ
リ
高
等
学
校
ノ
「
テ
ン
ダ
テ
」
祈
願
ニ
出
ル　

○
六
月
三
日　

高
校
男
子
新
校
舎
ニ
移
リ
来
ル
、
職
員
酒
ヲ
携
エ
来
リ
飲
ム　

○
六
月
八
日　

高
校
委
員
会
ヲ
開
キ
追
加
工
事
、
落
成
式
、
校
名
ノ
打
合
セ
リ…

○
六
月
二
九
日　

学
校
落
成
式
。
知
事
、
又
吉
、
山
城
、
当
山
、
当
銘
各
部
長
、
安
里
課

　

長
等
見
ユ
、
工
事
報
告
ヲ
ナ
ス
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名
高
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致
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す
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約
）
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村史編さんだより
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第 163 号　2024 年 11 月 1 日　大宜味村村史編纂係４４－３００９　

第２回「通史編」専門部会開催
　「大宜味村史　通史編」第 2回専門部会を 10 月 11 日（金）に開

催しました。会議では、原稿の確認、発刊スケジュールの確認等

を行い、委員からは「章立ての順番やタイトルについて、追加又

は削除が必要な内容」などの指摘やアドバイスがありました。

専門部会での意見を反映できるよう、引き続き校正作業を頑張っ

ていきたいと思います！

Ḙᴾϋỉ܌ᛏ Ὁൟ̨ỉஜᴾḘע؏ửჷỨạ ᴿᴿ

　大宜味村には、現在では調௹がᩊしい明以前Ɣǒのൟ̨を記録した܌ᛏǍ記ࣞᛏ、ᅶ家本など、村をჷるた

めのᝮな૰がたくさǜƋり、大宜味村Ӫでは、Ʀれǒの૰を活用し、μ܌のൟ̨の特ࣉを 1 冊にዡ፠したž大

宜味村Ӫ　ൟ̨ዻſを 30 年 3 月にႆБしています。

　ӞいഭӪのƋる大宜味村には、村内ٳƔǒž村のことをჷりたいᲛſといƏ方がٶくᚧれます。先日、ǫǸマȤー

もすǜだ村在住のۨ（おƏな・ᎊᱫのࣱڡ）が、žࡈってȆȬȓだけᙸるよりも本ᛠもƏと࣬ってſと、図書室Ɣ

ǒ本を借りていきました。まさに生෨学፼ᲛこのよƏな方ŷがß教育・ഭӪ૨҄の᠗く健康ᧈݤ村àをࡽっࢌっ

来たのだとܱज़する出来ʙでした。ᒉのŷもけてはいǒれませǜᲛ

　Ʀこで、ʻׅはଏ܍の܌ᛏ・ൟ̨᧙係の本をƝኰʼしたいと࣬います。ขまるᅸ、ע؏のことをჷるためにȚー

ǸをめくってみませǜƔ。これǒの૰は図書室にて᧠ᚁ・貸出ができます。ƥƻƝ利用ください。

　　大宜味村᧙係૰ɟᚁ（※〇Үは܌ᛏ）

　ဋ֒のഭӪ（ܤஊɤ）Ჩ ）1990 2）年

　ƻǜǀǜ 6 号　大宜味村ဋ֒調௹إ告（ྺ大ൟ̨ᄂᆮǯȩȖ）Ჩ 19�2（ଯ和 ��）年

　ᜓӸ؉のൟ̨（ૼ؉Ⴧऔ）Ჩ 1985（ଯ和 60）年

　ඌጃのൟ̨૰　上（ඌጃჄ教育委員会૨҄課）Ჩ 19��（ଯ和 �9）年

〇շ֒ڦᛏ（շ֒ڦᛏБ行会）Ჩ ）1996 8）年

　շ֒ڦのൟ̨（ᑣᝅѨ）Ჩ 19�0（ଯ和 �5）年　　շ֒ڦ（ᑣٽᢹ）Ჩ 1965（ଯ和 �0）年

〇ᬊඬᛏ（同ዻᨼ委員会）Ჩ ）�200 16）年

　ᬊඬžȌーȏſのʻ・ଥ　Ꭵӕり・調௹（上ᢃټዩ܇）Ჩ ）2011 23）年

〇大ψʁᛏ（同ዻᨼ委員会）Ჩ ）1991 3）年

〇大宜味ᛏ　ᦒܣの（ܷ؉ᧈ̮ᓸ・同ዻᨼ委員会ዻ）Ჩ ）2012 2�）年

〇ఌែ᥄ᛏ（ܷ؉̽ዻ）Ჩ 1985（ଯ和 60）年

　大宜味Ǎǜƹるの生活　ఌែ᥄村ᓳの፼̨と̓܇のᢂび（ٳ間ဏ）Ჩ 1985（ଯ和 60）年

〇ƾるさとȆǣǵǬ記ࣞᛏ（上Ҿ）Ჩ ）�199 9）年　〇ދطᛏ（同ዻᨼ委員会）Ჩ ）2003 15）年

〇大保ᛏᲩ ）2006 18）年　〇ඬᛏ・К冊ඬのǷマᚕᓶᲩ ）�200 16）年

　ඌጃჄ૨҄ᝠ調௹إ告書ᇹ 153 ᨼ　ඌጃの行ʙに᧙するዮ合調௹إ告書（Ⴤ教育委員会）/2020（令和 2）年

　大宜味村ˡᛟᢡួ調௹　上ࠇ・下ࠇ（ඌ大૨学部૨学ᅹҡಅᛯ૨）Ჩ ）1999 11）年

会㆟のᵝᏊ
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　　　「人と人とのつながり､地域、 家族の役割」
　　

　　先月９日 ( 水 ) 伊平屋村コミュニティ・スクール ( 以下ＣＳ) 講演会に参加し

てきました。ＣＳについては、 「以前から地域との連携が深いのにわざわざＣＳを

導入する必要があるのか」 「田舎の学校には必要ない､都市部の学校の制度だ」 と

いう不要論も聞きます。ＣＳはそんな単純なものではなく、 「地域とともにある学校」 づくり

を目標に、 学校の運営について、 地域住民や保護者が先生と共に 「当事者」 としての意識を

分かち合い、 共に子供を育てる体制です。 「学校運営協議会」 や 「地域学校協働活動」 などの

組織を設置し、 保護者や地域住民が学校経営に参画する仕組みになっています。 しかし、 地

域との連携､関係は本当にうまくいっているのでしょうか。 以前は確かに大宜味でも頻繁に地

域住民や保護者が学校に関わることが多くありました。 人間関係の希薄化は都会だけのこと

ではありません。 核家族が主流となり一番身近な家族関係も変化しています。 だからこそ、

人とのつながりを重視したＣＳが重要になっているのではないかと思っています。 皆さんが

幼少の頃は、 今より地域全体で見守られ、 また、 家族においても父、 母、 祖父母の何気ない行

動や言葉、 声かけから見守られている、 という気持ちを感じたのではないでしょうか。 フィ

ンガー５の 「くちぐせロック」 という歌には、 そのことを感じさせられます。

 「父ちゃんのいつものくちぐせは、 ユーシタイ、 ユーシタイ　ころんでマブヤーをおとしても

父ちゃんはいつもユーシタイ、 ユーシタイ」 「母ちゃんのいつものくちぐせは、 アキサミーヨ、

アキサミーヨ、 テストで百点もらっても母ちゃんはいつもアキサミーヨ」 「じいちゃんのいつ

ものくちぐせは、 チバリヨー、 チバリヨー、 兄弟げんかをしていてもじいちゃんはいつも チ

バリヨー」 「 ばあちゃんのいつものくちぐせは 、 ウートートゥ、 ウートートゥ、 うぶく（ご飯）

とうちゃとう（御茶湯）をこぼしてもばあちゃんはいつもウートートゥ」

政信教育長のあじま～コラム

　今年も残すところ、 2 か月となりました。 とは言え、 まだまだ夏の陽気。 秋って何？ いつ来るの？ いつ来たの？ 渡ってきた
鳥たちもびっくりしていると思います。 暖かさや冬の過ごしやすさは好きだけど、 もっと秋を感じたい…。

マ࡞ࡀࡃ࡞リマダۅ㧤࠹࠲ハ࡚࠙࠴⑼マダ࡚࠙࠴⑼ߩ生߈もߩ

　ど߁も～ޔ⑳マ࡞ࡀࡃ࡞リマダで～ۭߔ

ここ２ޔ߇ߚߒ߹ߡࠇࠄߦࠇ߹ߡߒߣㅅⲔߪએ೨ߪߜߚ⑳　

ᐕ߶どߪቯ⌕ߡߒるߣᕁޔࠇࠊᴒ✽ᧄፉでもࠇࠄるⲔߥߦっ

࠷ޔ߇ߔ߹߃もߦ߁ࠃߩサࠠマダࡓマ࠷ޔ৻ޕߔ߹ߡ

マࡓサࠠマダࠅࠃややᄢޔߊ߈⠅ߩᒻ߇ਣޕߔ߹ߡ߮߅ࠍߺ

　㕍ߊノߊ೨⠅߇⚛ᢜでۭࠂߒታߺߪんߩߥㄭߦߊるߩでࠃ～

ᓇ㧤ጊᦸۭߡߺߡߒតߊ

１日（㔠）༊㛗会

㸰日（土）おおぎみ展 ～４日

３日（日）ᩥの日

４日（月）᭰ఇ日

６日（Ỉ）（小中）ᆅ㟈・ὠἼ㑊㞴カ⦎

９日（土）ࢶール・ド・おࡁなわ ～ 10 日

11 日（月）（中）ಟ学᪑行 ～ 1� 日

12 日（ⅆ）（中）⫋場体㦂 ～ 1� 日

1� 日（Ỉ）ⰸⷀᕸの里　能楽බ₇

1� 日（ᮌ）（園）⛅の㐲㊊

1� 日（土）┴Ẹ体⫱大会 ～ 1� 日

ᅜ㢌ᆅ༊㺮㺤㺨㺼㺛㺗㺍㺢大会 1� 日・2� 日

1� 日（日）（中）ᆅ༊⥲ྜᩥ⚍・ᆅ༊㡢楽Ⓨ⾲会

1� 日（月）（中）᭰ఇ日（11�1� ⥲ྜᩥ⚍）

2� 日（土）ປឤㅰの日　┴Ẹ体⫱大会 ～ 2� 日

中体㐃ᆅ༊᪂ே ～ 2� 日・�0 日

2� 日（ᮌ）定教⫱ጤဨ会会㆟

�0 日（土）しまんちࡹⱁ能

22 日˕

τϋΠΊϋ͈日


